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ベストを尽くせ！

―笑顔と感謝を忘れずに―
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大
学
を
卒
業
後
30
年
以
上
、
県
下
の
高
校
で

英
語
教
師
を
務
め
て
い
る
山
﨑
真
理
子
さ
ん
。

自
身
の
役
目
を
「
英
語
を
教
え
な
が
ら
、
人
と

し
て
の
生
き
方
や
世
界
を
伝
え
る
こ
と
」
と
言

い
、
心
の
教
育
に
重
点
を
置
き
、「
人
を
残
す
」

こ
と
を
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
感
受
性
の
強

い
時
期
に
多
文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を

説
き
、
勤
務
先
の
い
ろ
い
ろ
な
高
校
で
生
徒
の

海
外
研
修
を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
、
視
野
を
広
げ
グ

ロ
ー
バ
ル
な
考
え
方
を
養
う
と
い
う
強
い
思
い

が
あ
り
ま
す
。
パ
ワ
フ
ル
で
爽
快
な
語
り
口
に

加
え
、
大
き
な
愛
情
と
な
ん
で
も
受
け
入
れ
る

寛
容
さ
で
、
生
徒
た
ち
か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
﨑
さ
ん
の
生
き
方
を
振
り
返
る
際
に
欠
か

せ
な
い
存
在
が
、
１
歳
違
い
の
お
姉
さ
ん
。
先

天
性
脳
性
小
児
麻
痺
で
体
に
不
自
由
は
あ
り
ま

す
が
知
性
的
で
山
﨑
さ
ん
は
多
く
の
影
響
を
受

け
た
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
お
姉
さ
ん
が
通
っ

て
い
た
広
島
県
立
養
護
学
校
を
訪
れ
た
と
き
の

印
象
も
強
く
心
に
響
き
ま
し
た
。
先
生
た
ち

は
ス
ー
ツ
を
着
て
教
壇
に
立
つ
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
ジ
ャ
ー
ジ
姿
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

駆
け
回
り
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
穏
や
か
な

笑
顔
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
個
性

を
自
然
に
受
け
入
れ
る
温
か
さ
に
感
銘
を
受
け
、

自
分
も
包
容
力
が
あ
り
、
１
人
ひ
と
り
の
生
徒

を
大
切
に
で
き
る
教
師
に
な
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。「
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
普
通

に
一
緒
に
生
き
て
い
く
社
会
を
つ
く
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
、

教
師
と
し
て
社
会
に
関
わ
る
夢
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
生
観
や
生
き
方
を
形
づ
く
っ
た
の
は
中
学

か
ら
大
学
ま
で
過
ご
し
た
女
学
院
の
10
年
間
で

す
。「
大
ら
か
な
校
風
と
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え

は
60
歳
の
今
で
も
私
の
中
に
生
き
て
い
て
、
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
」。
思
い
立
っ

た
ら
即
行
動
。
中
学
で
は
風
紀
委
員
に
な
っ
て

校
則
を
い
く
つ
も
変
え
ま
し
た
。
大
学
で
は
演

劇
部
を
設
立
、
大
学
祭
実
行
委
員
を
す
る
こ
と

で
人
脈
を
広
げ
、
演
劇
部
の
活
動
に
つ
な
げ
ま

し
た
。

　
「
経
験
に
勝
る
も
の
は
な
い
ん
で
す
。
学
生
時

代
は
と
に
か
く
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
、
体
で

感
じ
て
ほ
し
い
。
本
も
た
く
さ
ん
読
ん
で
ほ
し

い
」
と
語
り
、
付
け
加
え
ま
し
た
。「
卒
業
す
る

み
な
さ
ん
は
、
社
会
に
出
た
ら
、
誇
り
を
持
っ

て
信
じ
た
道
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
時

代
や
環
境
の
中
で
も
、
粋
な
生
き
方
を
し
て
、

い
つ
も
輝
く
女
性
で
い
て
く
だ
さ
い
」
そ
う
話

す
山
﨑
さ
ん
は
キ
ラ
キ
ラ
の
笑
顔
で
し
た
。

生
き
方
の
ヒ
ン
ト
は

体
験
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
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⁞お࢞さん（写真ࠨ）と。いつも฼਌の࢓立てた༸

෰を着て、おしゃれが大好き　 ઃ立時は10人で
スタートした演ܶ部。201�年に休部になったのが࢒

念　⁠広島女学院大学がॳめて࣮ࢪしたւ֎ݚ修

に参加。ϋワイでޫ؍も　⁡目ඪだった、お࢞さん
（写真手前）とのւ֎ཱྀ行を࣮ݱ。アメリΧ੢ւ؛を

प༡　⁢શ国からબൈされた英語教ࢣで行ったϤー
ロοパ語学ݚ修（写真ӈ）。஥間からܹࢗをडけ、ࢤ

を新たにした

❶

❷
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今
の
私
が
あ
る
の
は
、迷
っ
て
い
る
時
に
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
り
、採
用
試
験
の
勉
強

で
も
ご
指
導
い
た
だ
い
た
戸
田
先
生
の
お
か
げ

で
す
。私
も
4
月
か
ら
、児
童
の
心
に
寄
り
添

え
る
、笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

就
職
報
告
も
兼
ね
ご
挨
拶
に
行
こ
う
と
し
た
矢

先
、先
生
の
訃
報
が
届
き
ま
し
た
。「
畏
れ
ず
、

怯
ま
ず
、顧
み
ず
、た
だ
ひ
た
す
ら
に
前
を
向
い

て
貫
き
通
せ
」。先
生
が
口
に
さ
れ
て
い
た
言
葉

を
胸
に
、努
力
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

天
国
の
先
生
へ
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

今の自分があるのは誰に出会ったからでしょうか？

良い影響を与えてくれた人の顔が、きっと思い浮かぶはず。

そんな恩人とのエピソードを聞いてみました。

幼児教育心理学科４年
多田 愛梨
賀茂高等学校出身

国際教養学科４年
中島 美柚
広島女学院高等学校出身

けて໛ٖ授業の練習を行いました޲験にࢼ用࠾

先生から教わった௅ઓしܧଓすることの大切さ。中学
から始めたฏ࿨活動をࠓでもܧଓしています

θϛのクリスマスパーティにてみんなでϐザを৯΂ま
した

人生のઅ目の度に先生に会いに行き、ۙ 報告とともگ
にたくさんお࿩もしていました

をΧλνͮ͘ࢲのࠓ ͬͨ人はɺߒాށெ先生ですɻࢲは౰ॳɺอ育࢜を໨ࢦ て͠い·͠ ͨɻ
年の4月͔Βɺอ育࢜ではͳ͘ࠓ͔͠͠ খ学ߍ教་と͠ てಇ͖࢝め·すɻอ育࢜とい͏ ເは
ͨͿΜ楽͠い Ζͩ͏ とい͏ ᐆດͳߟえでܾめ ΋ͨのɻͦ Μͳ࣌ɺ「ϘϥンςΟアにࢀՃ て͠Έる
といいΑ」とॿݴを͘ ͩͬ͞ ͨの͕ాށ先生で͠ ͨɻ͜ のݴ༿にഎதをԡ͞ΕࢀՃͨ͠Ϙ
ϥンςΟアでখ学生と関わる機会͕あΓɺ自਎の本౰のເにͮ͘ؾ と͕͜で ·͖͠ ͨɻ

のதにѪ͕あΓɺ授業はいつ͞͠ݫをड͚ͨのはɺখ学生の࣌のक़の先生ですɻڹӨ͕ࢲ
΋সい͕ઈえ·せΜで͠ ͨɻۤ खͳࢉ਺をԕ͚͟ていͨࢲに対͠ɺ日ʑのੵΈॏͶ͕大੾ͩ
と教えて͘ Ε·͠ ͨɻ入試౰日に౉͞ΕͨΧイロの෧を開 る͚とメοηージ͕ॻ͔Εていてɺ
Ͳ͏ や てͬॻいͨのͩΖ͏ ととて΋ڻいͨ͜ とをࠓで΋֮えてい·すɻࢤ๬ߍにड͔ͬͨ際は
一ॹにتびɺ「͜Ε͔Β͕大͔ͩࣄΒͳʂ」とഎதをԡ て͘͠ ͩ͞い·͠ ͨɻ10年ࠓͨͬܦで
΋ɺ先生の教え͕ࢲのࠜఈにあると感͡てい·すɻ
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Q. これからどんな人になりたい？

Q. これからどんな人になりたい？

今の自分があるのは誰に出会ったからでしょうか？

戸田浩暢先生です！

小学校の時の塾の先生です！

Q. 誰に影響を受
けましたか？

Q. 誰に影響を受けましたか？



生活デザイン・建築学科４年
久保田 伶玖

安芸南高等学校出身
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た
く
さ
ん
の
仲
間
と
出
会
い
、様
々
な
活
動
を
通
し
て

唯
一
無
二
の
濃
厚
な
時
間
を
過
ご
し
た
大
学
生
活
を

写
真
と
共
に
振
り
返
り
ま
す
。

思い出の
わ
た
し

ープンキャンパスの学生スタοフとして
４年間活動しました。༷ʑな人と৮れ合い
ながらお࿩しするのが楽しかったです。

オ

プロジェクトは、山の中でຖ日టڥ
まみれになるインパクトൈ܈の活動でした。
؀

年生のࠒ、஡の౬文化ڀݚ会の
メンバーと島ཱྀࠜ行でΧχྉ理を৯΂ました！
１

まみれになるインパクトൈ܈の活動でした。

ープンキャンパスの学生スタοフとして

作家小山田咲子さんです！

楢崎久美子先生です！

Q. 誰に影響を受
けましたか？

Q. 誰に影響を受けましたか？

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
自
信
を
も
っ
て
発
信

で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。春
か
ら
は
食
品

会
社
に
就
職
し
、品
質
管
理
や
商
品
開
発
に
携

わ
る
予
定
で
す
。多
く
の
人
を
笑
顔
に
す
る
商

品
づ
く
り
に
励
み
、周
り
の
人
々
を
よ
り
豊
か

に
、幸
せ
に
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

教
職
課
程
で
の
学
び
に
お
い
て
、ま
た
、学
内
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
参
加
な
ど
、悩
ん
だ
時
は
い

つ
も
先
生
に
相
談
し
て
い
ま
し
た
。私
は
こ
れ

か
ら
何
事
に
も
挑
戦
し
、い
つ
か
楢
崎
先
生
の

よ
う
に
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
家
庭
科
教
員

に
な
り
た
い
で
す
。

管理栄養学科のւ֎フィールドワークでの休ଉのひと
とき。༐気を出して２年生で参加しました

４年間支えてくださったṘ࡚先生と教職課ఔの஥間
です

ެऺ栄養の授業で్্国の栄養問୊に興味を࣋ち、Χ
ンϘジアスタディπアーに参加しました

฼校で行った教育࣮習の授業の༷ࢠ。生ెの日ৗ生活
に合わせた授業を考えました

ʰえいや ʂͬとඈびग़すあのॠ間をѪ て͠る とɦい͏ 本のऀ࡞ɺখࢠ࡙ాࢁ Μ͞ですɻࢲはɺや
Γͨい と͕͜あ てͬ΋ɺෆ҆や໘౗ͳ͕ͪ࣋ؾউΓ௅ઓ͠·せΜで͠ ͨɻ͠ ͔͠ ɺখాࢁ Μ͞
の「Կ͔を本ؾでやΓͨ いとͨͬࢥ ࣌ɺͦ の人Ҏ֎の୭΋ɺͦ Εを制ࢭで る͖׬ᘳにਖ਼౰ͳ
ཧ༝ͳͲ࣋ͪえͳい」とい͏ での自෼͕ஏ͔ͣ͠·ࠓ༿にग़合いɺݴ ͳ͘Γ·͠ ͨɻͦ Ε͔Β
は͔͠ࠓで͖ͳい と͜を͠ Α͏ とࢥいɺڵຯのある΋のに௅ઓするΑ͏ にͳΓ·͠ ͨɻ

を͔ͨͪͮࢲのࠓ ͬ͘ て͘ Εͨ人はɺṘ࡚ٱඒࢠ先生ですɻやΓͨい と͕͜ݟつ͔Βͳ͔ͬͨ入
学౰࣌ɺṘ࡚先生 「͕教һ໔͕ڐऔಘで͖る͔ΒؤுΖ͏ 」と੠を͔͚て͘ ͩ Γ͞ɺ教һを໨ࢦ
す͖ͬ ͔͚を࡞ てͬ͘ ͩ͞ い·͠ ͨɻ·ͨɺ教育࣮शに͚޲ての໛ٖ授業の࿅शではɺ「ͪͨڙࢠ
と一ॹにߟえる と͕͜大੾」とࢦಋ て͘͠ ͩ͞い·͠ ͨɻͦ の͓͔͛で࣮शでは「先生の授業໘
ന͔ͬͨ」と生ెにݴ てͬ΋Βえɺ大͖͘ 成௕する と͕͜で ·͖͠ ͨɻ
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04

Q. これからどんな人になりたい？

Q. これからどんな人になりたい？

ンフレοチェ広島とのコラϘاըで、ا業の
方ʑと連ܞして঎඼を考え、ൢചしました。ୡ成
感があり、とてもྑい思い出になりました。

サ��

管理栄養学科４年
佐藤 楓子
広島工業大学高等学校出身

幼児教育心理学科４年
須川 桃花
広島音楽高等学校出身

リキャンは私ୡがًけた場ॴです！
！高の੨春でした࠷
オ

国際教養学科４年
金丸 小夏
海田高等学校出身

国際教養学科４年
丹羽 菜月
比治山女子高等学校出身

管理栄養学科４年
尾辻 沙和
鹿児島実業高等学校出身

生活デザイン・建築学科４年
弘下 由菜
山口県立高森高等学校出身
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様
々
な
出
来
事
を
体
験
し
た

「
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ポ
ー
タ
ー
」
た
ち
が

等
身
大
の
想
い
と
と
も
に
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

英語力を高めるITCの活動でTAとして参加

国際教養学科３年　村上 晴香　西条農業高等学校出身

えɺߟಈ಺༰を自Β׆
෉する޻ と͜でಘͨୡ成感

　*T$（集中英語養成コース）とい͏活動にT"
（Teaching "ssistant）として参加しました。*T$は
英語ྗを高めることを目తとしており、プロάラϜ
はશて英語で行います。T"は*ce Creakingでゲー
Ϝを用いた自ݾ঺հや、Message gaNe（఻ݴゲー
Ϝ）などの活動内容を考え、౰日のプロάラϜを英
語でਐめていく先生໾です。私はT"として活動を
ըしਐめていく中で、どのよ͏ا にしたら؆୯に参
加者に理ղしてもらい、楽しく英語を学Ϳことがで
きるのか考えるよ͏ になりました。そこで、࣮ 際に私
たちがීஈ࢖っているゲーϜを英語でできるよ͏ に
มߋ。すると活動が大ม੝り্がり、४උしたこと
が本൪で生かされていると感じることができました。
また、正しい英語を࢖ の͏も大事ですが、૬手に఻
えよ͏ とする気࣋ちが大切だと気づけました。४උ

で大มなこともありましたが、英語がۤ手でも楽
しんでいる参加者を見て、とてもخしく思いました。
　օさんも少し༐気を出して*T$に参加してみま
せんか。*T$は女学院の学生なら学科に関܎なく
୭でも参加できますよ！

自વのதで成௕する
て感ܾͨ͡意ݟͲ΋の࢟をࢠ

　私は、学科（幼児教育心理学科・児童教育学
科）の取り૊み「ࢠどもチャレンジラϘ」の中のひと
つである「৿のよ͏ ちえん」の活動に参加しました。
この活動はࢠどもたちに自વと৮れ合͏場をఏڙ
するもので、私たち学生は、ʠࢠどもたちが自વと
十分に関わることができる༡びʡを४උします。ҹ
象に࢒った活動は、ࢠどもたちが৿でおࢄาをし
ながらお気に入りの໦の࣮、༿っͅ などを見つࢬ、
け、Ϗχールାで࡞った෰にషり付けて自分だけ
の༸෰を࡞り、広場でファοションショーをしたこ
とです。大きな༿っͺをӋに見立ててഎ中につけ
るといった޻෉をして楽しんでいました。

　「৿のよ͏ ちえん」の活動の中で、ࢠどもたちは
自વにੵۃతに関わり、༑だちとのやりとりの中で
新たなൃ見をし、ଟくのことを自らٵ収していまし
た。また、自વと関わる中で、思わͣ時間を๨れて
立ちࢭまるとい͏ ࢟も。そんなॠ間を目にし、私は
あらためてࢠどもがさま͟ まなܦ験のできるڥ؀を
。るอ育者になりたいと思いました࡞

STORY01

「森のようちえん」で自然との触れ合いを提供

幼児教育心理学科３年　山門 綾花　三原高等学校出身

STORY02

（্）参加者とT"で集合写真
（下）Message gaNe をして楽しみました

（্）ファοションショーをしました
（下）自分のお気に入り঺հのワンシーン

ფ໳にある২෺園に行きました

活動ऴྃޙのҙ見交׵の༷ࢠ

௨༁と͠ て໾立ͬͨ͞͠خ とɺ
自৴を࣋つ͜ との大੾͞

　日本語教育࣮習がきっかけで、ඒしいფ໳に行
きました。࣮ 習では授業見学だけではなく、日本
文化の঺հや中国文化の体験も行いました。期
間は一週間と୹かったですが、ფ໳理޻学院の
Ϙランティアの学生２人が、ຖ日ფ໳の༗໊な؍
ޫ஍やඒ味しいおళをҊ内してくれて、たくさんの
体験とษ強ができ、ॆ ࣮した時間をաごせました。
回の࣮習を通して学んだのは、自৴を࣋てばࠓ　
ு感をղܾできるといۓ こ͏とです。日本人の学
生と一緒に中国の学生の前で日本文化を঺հす
るので、日本語に自৴のない私はとてもۓுして
いました。でも、この࣮習中、一緒に参加している
学生が中国の人と࿩す時、私が通༁をしてօの交
流に໾立てたことで、だんだん自৴が࣋てるよ͏ に
なりました。そ͏ したܦ験もあり、本൪の日本文化
঺հではۓுせͣにスϜーζにൃ表することがで

きました。これからはもっと日本語ྗを্ୡさせ、
いつでもどこでも自৴を࣋って日本語が࿩せるよ
。ுりますؤ͏

コロンス島内のṄ成ޭ記念ؗの前で

ფ໳理޻学院にて

中国文化体験でܶژのマスクにֆをඳきました

後ඞཁࠓ とͩ஌ͬͨྟ機Ԡมͳ
対Ԡɺ授業を࡞る೉͠͞

　10月17日から24日までの̔ 日間、中国・ფ໳にあ
るფ໳理޻学院での日本語教育࣮習に参加しま
した。࣮ 習中は、日本語学科の授業見学、中国の
切りֆやお面を࡞る中国文化体験、ფ໳のޫ؍
஍を८ったりと༗ҙٛな時間をաごすことができ
ました。࣮ 習５日目には、日本語学科の学生の前
で日本文化঺հのൃ表を行いました。このൃ表に
け、ფ໳の学生に興味を࣋ってもらえそ͏޲ なテー
マと活動を考え、「日本の大学生の生活」と「日本
語のキャラクターݴ༿」について、࣮ 習生５人で४
උをਐめてきました。࣮ 際にൃ表をすると、४උし
ていたクイζが学生たちにとって؆୯なものだった
よ͏ で、൓Ԡが思っていたものと違ったり、൓対に、

用ҙしたࢿྉの日本語が少し೉しかったのか時間
がかかったりと、૝ఆ֎のことにށ࿭͏場面もଟく
ありました。
　この࣮習を通し、教ஃに立つには臨機Ԡมさが
められること、学習者の༷ʑな൓Ԡを༧ଌしてٻ
授業を࡞ることの೉しさを学Ϳことができました。

日本語教育実習で得た学びと教壇に立つための心得

国際教養学科４年　新谷 莉生　広島女学院高等学校校出身

さまざまな体験と勉強ができた日本語教育実習

国際教養学科４年　王　一涵　中国山東省莱陽衛生学校出身

日本文化঺հの༷ࢠ。「日本語のキャラクターݴ༿」を、
࣮際のアχメやອըを用いてઆ໌

中国文化体験で切りֆを࡞成した時の༷ࢠ

STORY03

ფ໳日本語教育実習

ფ໳日本語教育実習

STORY04
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この冬に開催した
イベントの様子を紹介します

11 月～ 2月の出来事

４（月・祝）

16（土）・17（日）

２（月）
２（月）〜６（金）
15（日）
18（水）

22（日）
25（水）

９（木）
30（木）・31（金）

２（日）
８（土）

開学70周年・学院創立133周年記念講演及び
シンポジウム「真の国際人とは〜グローバル化を支え
る教養〜」
第70回あやめ祭

第19回広島女学院クリスマスツリー点火音楽礼拝
大学人権週間
クリスマスオープンキャンパス
自治会アイリス2019年度第2回学生大会・
クリスマス会
第34回広島女学院クリスマスコンサート・メサイア
クリスマス

成人祝福礼拝
広島女学院大学入学試験（一般前期日程）

広島女学院大学入学試験(一般前期日程)
後期授業終了

11／

12／

1／

2／

Pickup Event

Pickup Event

　

11
月
４
日
に
大
学
開
学
70
周
年
・
学

院
創
立
１
３
３
周
年
を
記
念
し
た
講
演

　

待
降
節
（
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
）
に
合
わ

せ
、
学
生
・
教
職
員
・
町
内
会
の
皆
様
な

ど
約
40
名
の
参
加
者
が
集
う
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
ゲ
ー
ン
ス
チ
ャ
ペ

ル
敷
地
内
に
新
た
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

が
誕
生
。
湊
晶
子
院
長
・
学
長
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
続
き
、
聖
歌
隊

の
合
唱
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

み
ん
な
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
る
と
夕
空
に
ツ
リ
ー
の
電
飾
が
煌

き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
な
ら
で
は
の
ク

リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
来
場
さ
れ
た
高
校
生

に
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
各

学
科
で
展
示
や
実
験
な
ど
の
学
科
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、体
験
型
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
和
風
ス

ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
っ
た
り
と
楽
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
学
院
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
「
メ
サ
イ
ア
」
が
広
島
女
学

院
ゲ
ー
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ヘ
ン
デ
ル
の「The M

essiah

」

は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
の
も
と
、
合

唱
と
独
唱
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を

歌
い
上
げ
ま
す
。
本
学
か
ら
は
聖
歌

隊
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
、

放
送
部
も
参
加
・
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
あ
や
め
祭
の
テ
ー
マ
は
「
花

束 

～Deliver the hopes

～
」。
あ
や

め
祭
実
行
委
員
一
人
一
人
の
想
い
を
花

束
に
し
て
来
場
者
に
届
け
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
ま
し
た
。
毎
年
大
人
気

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
始
め
、
各
大
学
の

ス
タ
ン
ツ
や
バ
ン
ド
演
奏
が
ス
テ
ー
ジ

を
彩
り
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
・
建
築
学
科

の
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
衣
装
で
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
華
や
か
に
行
わ

れ
、
天
気
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。

お
よ
び
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
越
智
光
夫
広
島
大
学
学
長
、
高
井

昌
史
紀
伊
國
屋
書
店
代
表
取
締
役
会
長

兼
社
長
を
お
招
き
し
、
湊
晶
子
学
長
と

「
真
の
国
際
人
と
は
～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

支
え
る
教
養
～
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
約
５
３
０
名
も
の

方
が
お
越
し
く
だ
さ
り
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
盛
会
の
う
ち
に
終
わ

り
ま
し
た
。

開学70周年・学院創立133周年記念講演及びシンポジウム

第19回広島 女学院クリスマスツリー点火音楽礼拝

クリスマスオープンキャンパス第34回広島 女学院クリスマスコンサート・メサイア

第70回あやめ祭

本学は「高等教育の修学支援新制度」の
対象機関です

新型コロナウイルス感染症に関する
注意喚起について

2020年４月より開始される「高等教育の修学支援新制度」
について、このたび本学が対象機関となりました。本制
度は在学中の学生にも適用されます。詳細は学生課まで
お問い合わせください。

広島女学院大学学生および教職員は学内ポータルサイト
で情報を確認し、関連サイトなどの情報を参考に十分な
情報収集を行ってください。風邪やインフルエンザも流
行しています。マスクの着用や手洗いなど、感染対策を
心がけてください。
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何
か
ら
始
め
て
い
い
の
か
迷
う
こ
と
が
多
い《
就
活
》。

ま
ず
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

就
活
サ
ポ
ー
ト
の
案
内
を
随
時
用
意
し
て
い
ま
す
。

先
輩
た
ち
の
具
体
的
な
活
動
例
や
助
言
も
た
く
さ
ん
。

一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
き
っ
と
出
会
え
る
は
ず
！

　キャリアセンターではຖ年「内ఆ者報告会」を開࠵しています。ࠓ
年度も11月から1月にかけて、一ൠا業、ઐ໳職にわけて4回࣮ࢪ。内
ఆをಘた4年生からޙഐへ、どのよ͏ にब職活動に取り૊んだのか、
೰んだことやղܾ策など۩体తなアドバイスがありました。参加した
学生からは「ब活のやり方は人それぞれだとい͏ ことが分かった」「ब
活はۤしいものだと思っていたけれど、先ഐたちのよ͏ に楽しめたらい

いなと思った」「ब職はΰールではなくターχンάポイントとい͏ݴ༿
がҹ象తだった」などの感૝がدせられました。
　このよ͏ な先ഐの࿩を聞く会や、ا業の方におӽしいただく業քセ
ϛナーは、̏ 年生だけでなく１、２年生も対象です。ࠓ回の内ఆ者報
告会でも、「ૣい時期に聞けてྑかった。̏ 年生になる前から41*対
策などできる限りのことをしよ͏ と思った」とい͏੠があがりました。
インターωοトでさま͟ まな情報をಘることができる時代ですが、௚઀
࿩を聞くことでۓு感や࣮ݱ味を感じることができ、スイοチが入りや
すくなります。情報収集やϞチϕーションを高める場として、ͥ ひੵۃ
తに活用してください。

先輩の感想が聞ける内定者報告会
低学年も参加して今後に活用を

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
っ
て
？

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
場
ॴ
を
ご
ଘ
஌
で
す
か
？　

キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
は
ラ
ン
バ
ス
ホ
ー
ル
̎
֊
、
学
生
՝
や
教
຿
՝
と
ಉ
͡
フ

ロ
ア
に
Ґ
ஔ
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
の
「
ࣗ
෼
ら
し
い

生
き
方
の
બ
୒
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
場
と
し
て
、
各
学
年
に
合
わ
せ

た
支
ԉ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ͭ
ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
３
年

生
か
ら
絧
用
す
る
と
こ
Ζ
で
は
な
い
ん
で
す
！　

１
・
̎
年
生
の
う

ち
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
ਐ
緔
に
໎
っ
て
い
て
ộ
」「
ক
来
に
޲
け
て
Կ
か

し
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？
」
と
૬
ஊ
に
๚
れ
る
の
も
も
ち

Ζ
ん
̤
̠
。
ま
た
、
職
員
に
੠
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
ઌ
ഐ
た
ち
の

書
い
て
く
れ
た

࠾
用
試
験
の
ใ

ࠂ
書
を
ಡ
ん
だ

り
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン

ト
Ҋ
内
の
ܝ
示

を
見
る
の
も
ࣗ

索
で
す
。
ま
ͣ
は

気
ܰ
に
د
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

内定者報告会Information

キャリアセンターに聞く

【 開室時間 】
月～金

8：30～ 17：00

news
career center

先ഐたちશ員の࿩を聞いているところ ௚઀࣭問し、さらに詳しく࿩を聞く時間も

陰山 和那
島根県立平田高等学校出身

佐藤 楓子
広島工業大学高等学校出身

岩下 沙羅
五日市高等学校出身

小林　南
沼田高等学校出身

槙場 百香
海田高等学校出身

寺田 咲絵
海田高等学校出身

中村 亜未奈
山陽女学園高等部出身

柳原 茉希
五日市高等学校出身

小谷 英絵
海田高等学校出身

就
活
を
終
え
た
先
輩
か
ら
、

こ
れ
か
ら
就
活
を

始
め
る
皆
さ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

叶
え
た
い
未
来
に
向
け
、

自
分
ら
し
い
就
活
を

進
め
て
く
だ
さ
い
ね
。

先
輩
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

頑
張
れ

就
活
生
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管理栄養学科が考案したベジフルメニューとレシピを紹介

メニューができるまでの経緯は？

　ۙ年、શ国తに広島のोなし୲ʑṵが
༗໊になっています。ࠓ回ご঺հするḉ
タンメンは、学生アンέートで「୲ʑ໙
が৯΂たい」とい͏੠がدせられたこと
がきっかけで考Ҋされました。通ৗ୲ʑ
໙といえばϛンチ೑を࢖用しますが、ଞ
にはないҙ֎ੑのあるものをఏڙしたい
と考え、ḉの٧؈を࢖用しました。

メニューのこだわりは？　

　ϕジフルランチでは೑とڕのランチを
ఏڙしていますが、ڕランチよりも೑ラ
ンチの方が人気があります。そこでڕの
ັྗをҾき出すためにḉの٧؈を用い、
女ੑは໙が好きな人がଟいことから、໙
を࢖ってみました。あわせて、デザート
にމຑஂࢠを付けることで、৯ޙの楽し
みをプラスしています。

どんな栄養素が摂取できますか？

　ḉの٧؈にはࠎ・ൽ・݂合が入り、生
のḉにൺ΂ແବなく栄養をઁることがで
きます。ڕのࠎも気にせͣ৯΂られるた
め、ෆ଍しがちなΧルシ΢Ϝも手ܰにઁ
取できます。また੨ڕに๛෋にؚまれる
D)"、E1"は٧؈にすることでଛなわれ
ません。٧؈をྉ理にとり入れてみては
いかがですか。

٧Ͱղফʂ؈཭ΕΛڕ

ҙ֎ੑの͋ΔΞΠσΞ໙

魚離れと言われている現代ですが、
魚には肉にない栄養素が豊富に含まれています。
手軽に取り入れるには缶詰がおすすめです。

ྉࡐྉࡐ

・中՚໙ʜ320g（２玉）
・ḉの味ḩࣽ؈ʜ80g
・നͶ͗ʜ40g
・にんにくʜ２g
・しΐ͏がʜ２g

・Χシϡーナοπʜ４g
・੨伷菜ʜ20g
・パプリΧ（੺）ʜ20g
・ごま༉ʜ小さじ１（４g）
・౾൘েʜ小さじ1/3（２g）

・శ໙েʜ大さじ1/2強（10g）
・ೱ口ে༉ʜ小さじ1と2/3（４g）
・੺みそʜ小さじ2/3（４g）
・ܲ がらスープʜ1/2Χοプ（100ὥ）
・ย܀คʜ小さじ１強（４g）
・ਫ（ਫ༹き用）ʜ適ٓ

˞写真は１人前

中՚໙をᣐでる。
にんにく、しΐ͏がは、みじん切りにする。
നͶ͗はന൅Ͷ͗にする。
パプリΧはઍ切りにし、੨伷菜は 5cN ෯に切り、ᣐでる。
శ໙ে、ೱ口ে༉、੺みそ、ܲがらスープをࠞͥ合わせておく。
ごま༉を೤し、౾൘েとᶄをᖱめ、ḉを加えてほ͙しながらさらにᖱめる。
ᶇで調味し、ਫで༹いたย܀คでとろみをつける。
ᶃにᶈをのせ、ᶅᶆをఴえ、ޙ࠷にΧシϡーナοπを;りかける。

ᶃ
ᶄ
ᶅ
ᶆ
ᶇ
ᶈ

ᶉ

Γํ࡞Γํ࡞

鯖タンメン（２人分）

学生
の要望から誕生、

人気の
担々 麺を鯖の缶詰でアレ

ンジ

鯖タンメンランチ
鯖タンメン
ごぼうサラダ
卵スープ
胡麻団子

vol.
17017リレー エッセイ

自分のスタイルを見つけよう

三木 幹子人間生活学部　生活デザイン学科　教授

ʰ�日本のϑΝοシϣン
໌治・大ਖ਼・ত࿨・ฏ成�ʱ
৓�一෉ɹଞʗ੨ࣷݬ

人間生活学部
生活デザイン学科
教授

Ҭ ʜྖڀݚ・
・୲౰科目 ʜ

・झ　　味 ʜ

ඃ෰心理学、ඃ෰ߏ成学
ඃ෰心理学、෰૷ࣾ会学、アパレル・
コーディωート演習
手ܳ、༸ࡋ

ࢠװ�木ࡾ

ઓޙの日本のファοションのมભが、イラストで分
かりやすくॻかれています。「ࠓどきのए者の෰૷
はだらしない」と୰くお฼さんやお૆฼ちゃんੈ代
の大人も、एいときはحൈで面നいファοションに
ເ中になっていたことがわかります。

木先生͓すすめࡾ

恩
師
の
言
葉

　
「
ࡾ
໦
さ
ん
、学
生
は
教
員
を
よ
く
見

て
い
る
か
ら
、෰
装
に
気
を
ൈ
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
よ
」

　

ࢲ
が
౦
ژ
の
大
学
で
ॿ
ख
と
し
て
ಇ

く
こ
と
に
な
っ
た
際
ݚ、
ڀ
ࣨ
の
ઌ
生

（
Ը
ࢣ
、女
ੑ
）に
ݴ
わ
れ
た
ݴ
組
で
す
。

「
෰
装
に
気
を
ൈ
く
な
」と
は
、਎
だ
し
な

み
やT.1.0.

の
こ
と
で
は
な
く
、「
ダ
サ
い
」

෰
装
を
す
る
な
と
い
う
意
ຯ
で
す
。
ಛ
に

ඃ
෰
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
教
え
る
教
員
な

の
だ
か
ら
、お
し
Ỵ
れ
に
気
を
ݣ
わ
な
い

と
આ
ಘ
力
が
な
い
で
し
ょ
、と
い
う
の
で

す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、ઌ
生
と
ࢲ
は
大

学
内
の
中
で
も
໨
立
っ
て
い
ま
し
た
。
ೋ

人
で
学
৯
に
行
く
と
周
囲
が
ザ
ワ
ザ
ワ
し

て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
遍
歴

　

ࢲ
は
খ
さ
い
こ
Ζ
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
ڵ
ຯ
が
あ
っ
て
、時
代
時
代
の
絻
行
は

取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
70
年
代
終
わ
り

は
ニ
ỿ
ー
ト
ラ
を
ண
て
い
ま
し
た
し
、80

年
代
は
、ϋ
マ
ト
ラ
、カ
ラ
ス
଒
、オ
リ
ー

ブ
গ
女
に
な
り
、バ
ブ
ル
時
代
は
、Ϙ
デ

ィ
コ
ン（
ワ
ン
Ϩ
ン
）の
オ
Ϡ
ジ
Ϊ
ャ
ル
で

し
た
し
、イ
タ
リ
ア
イ
ン
ポ
ー
ト
の
ݪ
৭

ア
イ
テ
ム
を
਎
に
ண
け
、ौ
カ
ジ（
ࠠ
ブ

Ϩ�

リ
ー
バ
イ
ス
）で
ઙ
໺
風
に
な
り
、�0

年
代
ॳ
頭
は
フ
Ϩ
カ
ジ
、�0
年
代
中
ࠒ
は

ް
ఈ
ۺ
を
絩
い
た
ア
ム
ラ
ー
風
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
໨
ま
͙
る
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
変
ભ
は
、ࣗ
෼
の
ス
タ
イ
ル
を
見
ͭ
け

る
綆
で
し
た
。

た
か
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

さ
れ
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

　

社
会
か
ら
ೝ
め
ら
れ
一
໨
ஔ
か
れ
る

ଘ
在
の
人
は
、ࣗ
෼
の
ス
タ
イ
ル
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ζ
の

ࠇ
シ
ャ
ツ
と
ジ
ー
ン
ζ
ス
タ
イ
ル
や
、Ϩ

デ
ィ
ー
Ψ
Ψ
の
ح
ൈ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
が
そ
れ
で
す
。
Կ
が
一
൪
ࣗ
෼
ら
し
い

か
は
試
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
で

す
。
だ
か
ら
絻
行
っ
た
も
の
は
と
り
あ
え

ͣ
試
し
て
み
れ
͹
よ
い
の
で
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
は
、大
学
に
入
学
し

て
、毎
日
ண
る
෰
を
ࣗ
෼
で
ܾ
め
る
の
が

໘
౗
だ
な
Ữ
と
ࢥ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

高
校
ま
で
の
੍
෰
が
楽
で
あ
り
が
た
か
っ

た
と
ࢥ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
う
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
は
໘
౗
だ
し
೉
し
い
の
で
す
。
঎

඼
を
બ
Ϳ
際
、デ
ザ
イ
ン（
ܗ
、৭
、ૉ

ࡐ
）、Ձ
֨
ػ、
ೳ
ੑ
、౳
の
৚
݅
を
ߟ
綅

し
ま
す
。
し
か
し
෰
の
場
合
、
絻
行
、

T.1.0.

、ண
回
し
、૫
せ
見
え
޷、
感
౓

（
ঝ
ೝ
絎
ٻ
）な
ど
も
ߟ
え
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
し
、周
囲
か
ら
ු
か
な
い
よ
う
に
し

ͭ
（ͭ
ಉ
ௐ
ੑ
ݸ、（
ੑ
も
主
ு
し
た
い

（
ࠩ
ผ
化
）。
ま
た
、「
ࠩ
し
৭
」「
ϋ
ζ
し
」

「
メ
リ
ϋ
リ
」「
ൈ
け
」「
こ
な
れ
感
」「
ϛ
ス

マ
ッ
チ
」「
ア
シ
メ
」な
ど
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

も
ଘ
在
し
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ω
ー
ト
に
は

ਖ਼
ղ
が
な
く
、「
セ
ン
ス
」の
一
ݴ
で
ย
づ

け
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ

ー
ダ
ー
と
ݺ
͹
れ
る
人
ʑ
は
ଚ
ܟ
さ
れ
、

ಌ
れ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
ࣗ
෼
の
ス
タ

イ
ル
が
見
ͭ
か
れ
͹
、こ
の
໘
౗
な
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
໎
緔
か
ら
ղ
放
さ
れ
ま
す
。

ࢲ
ࣗ
਎
い
ま
だ
に
໎
૸
中
で
す
が
。

シ
ャ
ネ
ル
の
名
言

　
「
ࢲ
は
絻
行
で
は
な
く
ス
タ
イ
ル
を
作

っ
た
」「
߳
ਫ
を
ͭ
け
な
い
女
に
ະ
来
は
な

い
」「
エ
Ϩ
Ψ
ン
ト
に
な
る
た
め
に
シ
ャ
ω

ル
の
෰
を
ങ
う
な
ん
て
ෆ
幸
な
こ
と
だ
」。

コ
コ
・
シ
ャ
ω
ル
は
ࣗ
立
し
た
ಇ
く
女
ੑ

の
た
め
の
෰
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
内

໘
か
ら
エ
Ϩ
Ψ
ン
ト
な
女
ੑ
で
あ
り
な
さ

い
、ࣗ
立
し
た
女
ੑ
に
な
り
な
さ
い
、そ

し
て
ࣗ
෼
の
ス
タ
イ
ル
を
見
ͭ
け
な
さ

い
、名
ݴ
に
は
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

先生と色違いのニット（イタリアブランドAL、原色、ラメ、ス
パンコール付き）を着て学食にいると、学生からマモーとミモー
と噂されました　※当時のバラエティ番組の人気キャラクター

学生時代にझ味で࡞った༸෰。ᶃストライプฑのパフスリーブ・フレアスΧー
トワンϐース、ᶄショールΧラーのμブル࢓立てのワンϐース、ᶅサーϞン
ϐンクのϖプラϜスーπ、ᶆリωン੡のϕルト付きドοキンάワンϐース

管理栄養学科「৯育サークル」の学生たちが、
ຖ年�0Ҏ্考Ҋするϕジフルランチ。1年間ܽ
かさͣ৯΂てくれた中田໌Ֆさんは、「野菜が
ଟく࢖われているのに感動し、制೼を目ࢦす
よ͏になりました。これだけॆ࣮しているの
に҆くてخしいです」と、感૝をدせてくれま
した。ϕジフルランチは࿨༸中՚が重ならな
いよ͏、また、෭菜もԹかい෺とྫྷたい෺を取
り入れるよ͏にしています。広島ࢢの「ݩ気
じゃけんఆ৯」にも認ఆされており、野菜のྔ
やԘ分、エωルΪーྔが考ྀされています。օ
さん、ͥ ひར用してください。

中ԝが中田໌Ֆさん（ݪٶޖ高等学校出身）
《৯育サークル》

さん（山口県立ޫ高等学校出身）࣮࠼本ڮ／ࠨ
ӈ／஑田ࣿ໼香さん（広島国ହࣉ高等学校出身）

ϕジϑルϥンν制೼ʂ
͝ར༻あΓ͕と͏͟͝い·すʂ

①

② ③ ④

国際ӳޠ学Պ1年தా໌Ֆ͞Μʂ
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キャンパスリ
ポーター募集

広島女学院大学はどんな大学なのか、どんな人がい
るのか一緒に探ってみませんか？活動内容は、教職
員や学生への取材、写真撮影など。見たことや聞い
たこと、体験したことを記事にして記者気分も味わ
えますよ。学生時代の貴重な体験、思い出になるこ
と間違いなし！学部や学科は問いません。少しでも
興味があれば、下記問い合わせ先までご連絡ください。
また、「紙面に登場したい！私を取材して欲しい！」
なんて方も同時に募集中です。

編集
　後記　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
新
旧
チ
ャ
ペ
ル
が

並
ん
で
い
る
の
に
お
気
づ
き
で
す
か
？

さ
て
、４
年
生
の
皆
さ
ん
、ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
４
年
生
は

卒
論
や
試
験
や
口
頭
試
問
、さ
ら
に
は

年
末
年
始
に
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
大
変

忙
し
い
時
な
の
で
す
が
、快
く
協
力
く

だ
さ
り
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

社
会
人
に
な
っ
て
も
、そ
の
優
し
さ
を

保
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
前
途
に

幸
あ
れ
！　

そ
し
て
在
学
生
を
含
む

皆
さ
ん
、健
康
に
気
を
付
け
て
、元
気

に
４
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。（
Ｉ
）

お知らせ
学生課では学生向
け情報を twitterで
発信してま～す。
フォローよろしく
お願いします。

@HJU_gakusei

アンサンブル・エスポワール

アンサンブル・エスポワール
は弦楽四重奏のサークルです。
ヴァイオリン、ヴィオラ、チェ
ロがそれぞれのパートに分か
れて演奏します。入学式や卒業
式をはじめ、12月には広島女学
院クリスマスコンサート・メサ
イアにも参加します。部員のほ
とんどが大学に入学してから
練習を始めました。自分の好き
な曲をみんなで演奏するのは
とても楽しいです。

３（金）

４（土）〜７（火）
４（土）〜14（火）

８（水）
14（火）

20（月）〜25（土）
21（火）
23（木）

30（木）〜5/2（土）
30（木）、5/1（金）

入学式（13時30分）
新入生オリエンテーション
大学院オリエンテーション
前期オリエンテーション
成績通知表送付・履修登録（4/14 22時締切）
前期授業開始

「キリスト教の時間」開始
履修登録確認表交付・履修修正申告期間（4/25 12時締切）
ゲーンス記念礼拝・ゲーンス墓前礼拝
ゲーンスデー
臨時休校（２～４年次)
オリエンテーションキャンプ

（国際英語学科／日本文化学科／生活デザイン学科）

１（金）、２（土）
３（日・祝）〜５（火・祝）
18（月）〜22（金）

20（水）
25（月）〜30（土）

オリエンテーションキャンプ（管理栄養学科／児童教育学科）
ひろしまフラワーフェスティバル参加「折りづるひろば」
春季宗教強調週間
宗教特別講演会(５・６限)
履修登録科目取消期間（5/30 12時締切)

21（日） 第１回オープンキャンパス

月４ 月５

月6

【 今月の表紙 】

広島女学院大学
オリジナルキャラクター
ジョガクインコちゃん

私たちと一緒に
『Campus News』を作りませんか？

総合学生支援センター学生課
TEL：082-228-0407

学生課アドレス　　gakusei@gaines.hju.ac.jp

問い合わせ先

・幼児教育心理学科４年　山口 百香　高陽東高等学校出身
・幼児教育心理学科４年　小迫 純奈　野田学園高等学校出身
・国際教養学科４年　渡邉 菜穂　岡山県立玉島高等学校出身

《キャンパスリポーター》
日本文化学科２年　中野　唯　広島桜が丘高等学校出身
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